










新しいことばの鋳造所を持っている」(A man in allthe wond's new fashiOn planted,/That hath a
nint of phrases in his brain,1.1.161-2)男である。彼は肯定的に書かれている人物では必ずしも
ないが,ここがシェイクスピアのしたたかなところで,彼の一面は,新しい流行を取り入れ,新語,
新語義にたいする好みを強く持っていたシェイクスピアである, ということもできようむ
アーマー ドー は,「午後」というべきを,`in the posteriors of ttis daデ(本日の後半期)(5,1.94),
日髭のことを`my excremenザ(わしの外に生えているもの)(5,1,109),子どものことを`my tender








You find not the apostrophes,and sO miss the accent,Let me supervise the canzonet.Here are only
numbers ratified,but for the elegancy,facility,and golden cadence of poesy―caret  Ovidius N so
was the man, And why indeed Naso but for smelling out the odoriferous flowers of fancy,the ierkS
of invention?Imitari is■othingo So doth the hound his master,the ape his keeper,the tired hOrse













ル王 (King of Navarre)も例外ではない。
This child of fancy,that Armada hight,
For interim to our studies shall relate
ln high―born words the worth of many a knight









このほかに,ナバール王に仕える三人の貴族ビローン (Biron), ロンガビル (Longueville), デ
ュメーン (Dumaine)も,新奇なことばを使う。これに対するに,フランス王女,彼女の三人の侍




考えるべきは,やはり,アー マー ドー とホロファニーズであろうが,新奇なことばを使う彼ら二人
に関するモスとコスタードの傍白に注目しよう。
Jんチカ(aside to Costard)They have been at a great feast of languages and stolen the scraps.
働sヵ″ (adde to Moth)0,they have hved long on the alns basket of words.I marvel thy master
hath not eaten thee for a word,for thou art not so long by the head as honorificabilitudinitatibus。
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は火のなかの干しぶどうより,のみやすいだろう。
シェイクスピアの使った最長語 `honOrificabilitudinitatibus'(27字からなる)を織りまぜたモスと










Fro,. The deer was,as you kno、v―s nguis―n blood,ripe as the pomewater who now hangeth like
a jewel in the ear of caelo,the sky,the welkin,the heaven,and anon falleth like a crab on the face
of terra,the soil,the land,the earth.















































abrook,動詞 (耐える,2.4.10);accuse,名詞 (告発,3.1.160)i boot,名詞 (戦利品 4.1.13);







































...to be tender―mi ed








ベル賞受賞詩人シェイマス・ヒーニー (Seamus Heaney 1939)は,彼の評論集『ことばを慎む』
(T力ο Gου勢 靱 ι妨 げ ケカιT″9騨ι診フ エイバ ー・ ア ン ド・ フ ェイバ ー社,1988年,57頁)の中 で, ポ ー
ランドの詩人ズビニエフ・ヘルベルト (Zbignttw Herbert 1924-)イこ潜む二つの対立する心的傾向
を説明するために,これらの話を並列して使っている tthe tender―minded and the tough―mindedう。
次のような例もある。
Falstaff,that old white―bearded Satan。(lH4 2.4.509)
あの白ひげの老悪魔ともいえるフォールスタッフ
人間を修飾するものとして,`white―b arded'(白ひげの)が使われていたが,今日 `the wlllte
bearded wheaぜ(と (のぎ)が白くなった麦)として,主に使われるようになった。
今日において評価されたものとして他に,`a■er time'(未来,子孫)(2frZ 4.2.52),`good th?g'










Vヽas ever woman in this humour wooed?
Was ever woman in this humour won?
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他に,`stalk'(男性の性器)(LC 147),`tumble'(女と寝る)(fr4〃4。 5。62),`way'(惚れている)
ωW3.2.130)がある。
このような性的意味を持つ語が新補遺および第二版に収録されるようになったのは,20世紀にお
いて人々の性に対する考えの変化が,これらの語の評価に結びついたものと思われる。このように,
シェイクスピアの新語,新語義は,作られたときから,今日まで生き続けてきたものがあったり,
廃語あるいは廃語義となったり,あるいは逆に,今世紀にはいって評価されたりしている。このよ
うに,人の運命に劣らず,語の運命は数奇なものである。

